
宇
治
田
富
造
教
授
略
歴

大
正
四
年

昭
和
一

O
年

昭
和
二
二
年

昭
和
一
五
年

昭
和
一
七
年

昭
和
五
四
年

件ら
寸晶

主主主，

寸

一
月
五
日

四
月

四
月
九
月

和
歌
山
市
に
て
出
生

歴
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
入
学

月

同
校
卒
業

立
教
大
学
経
済
学
部
入
学

同
校
卒
業

位
月

経
済
学
博
士
(
立
教
大
学
)
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昭
和
一
七
年
一

O
月

昭
和
一
九
年
一

O
月

昭
和
一
九
年
二
且

昭
和
二

O
年
一

C
月

昭
和
二

O
年

昭
和
二
一
年

昭
和
二
二
年

昭
和
二
四
年

昭
和
三

C
年

昭
和
三
七
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
七
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年 職

lV 

歴
東
亜
研
究
所
勤
務

東
亜
研
究
所
退
職

和
歌
山
県
商
工
会
議
所
勤
務

和
歌
山
県
商
工
会
議
所
退
職

二
月

立
教
大
学
予
科
教
授

同
経
済
学
部
講
師

四
月

立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
所
員
兼
担

月

同
研
究
所
解
散
に
つ
き
解
任

四
月

立
教
大
学
経
済
学
部
助
教
授

四
月

同
大
学
教
授

九
且

機
関
紙
『
立
教
』
編
集
委
員

(
l四
O
年

三
月
)

四
月

経
済
学
部
経
済
学
科
長
(
|
四
四
年

三
月
)

四
月

教
務
連
絡
委
員

四
月

学
生
奨
学
金
選
考
委
員

見

定
年
制
の
規
定
に
よ
り
立
教
大
学
教
授
を
退
職

ノ、

月

立
教
大
学
名
誉
教
授



宇
治
田
富
造
教
授
研
究
業
績

著
書
及
び
翻
訳
書

著

書

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
生
成
と
発
展
(
共
著
)

重
商
主
義
植
民
地
体
制
論

第
一
部

資
本
主
義
成
立
期
の
植
民
地
問
題

重
商
主
義
植
民
地
体
制
論

第
二
部

経
済
学

経
済
学
の
基
礎
理
論

翻

訳

書

ハ

1
バ
ラ

i
著
・
好
況
及
び
不
況
の
理
論

エ
ン
ゲ
ル
ス
著
・
空
想
か
ら
科
学
へ
(
共
訳
)

ロ
チ
ェ
ス
タ

l
著
・
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義

昭
和
三
三
年
一

O
月

昭
和
三
六
年

昭
和
三
九
年
二
月

昭
和
四
七
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五
三
年

昭
和
二
二
年
一

O
月

昭
和
二
七
年

昭
和
一
ニ

O
年

青
木
書
庖

月

青
木
書
庖

青
木
書
庖

二
月

青
木
書
底

月

汐
文
社

月

水
曜
社

清
和
室
同
居

二
月

青
木
書
店

月

青
木
書
唐

V 



学

術

論

文

ア
メ
リ
カ
経
済
の
発
展

昭
和
ニ
四
年

労
働
の
強
化
と
相
対
的
剰
余
価
値
に
つ
い
て

昭
和
二
七
年

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
民
主
主
義
と

民
族
独
立
の
闘
い
(
一
)

昭
和
二
九
年
一
二
月

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
民
主
主
義
と

民
族
独
立
の
闘
い
つ
一
)

昭
和
三

O
年

ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
民
主
主
義
と

民
族
独
立
の
闘
い
(
三
)

昭
和
二
二
年

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
と
旧
植
民
地
体
制
(
一
〉

昭
和
三
四
年

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
と
旧
植
民
地
体
制
つ
一
)

昭
和
三
四
年

イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
と
旧
植
民
地
体
制
(
一
二
)

昭
和
三
四
年
一

O
月

ア
メ
リ
カ
奴
隷
制
度
発
生
の
一
考
察

昭
和
三
五
年

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ッ
ド
の
植
民
地
論
に
つ
い
て

昭
和
三
七
年

西
イ
ン
ド
砂
糖
プ
ラ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
の
英
仏
領
の

比
較
に
つ
い
て

昭
和
三
七
年

五
月

二
月

五
月

六
月

五
月

vl 

司
政
治
経
済
大
辞
典
』

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
五
巻
第
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
八
巻
第
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻
第
一
号

月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻
第
二
号

月

円
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
二
巻
第
四
号

円
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
ニ
巻
第
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
二
ニ
巻
第
ニ
号

一一月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
三
巻
第
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
六
巻
第
一
号

ノ¥

月

『
農
村
研
究
』
第
一
六
巻



一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の

植
民
地
経
営
(
上
)

昭
和
三
八
年
一
一
月

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の

植
民
地
経
営
(
中
)

昭
和
三
九
年

一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の

植
民
地
経
営
(
下
)

昭
和
三
九
年

一
七
世
紀
末
に
お
け
る
植
民
地
反
乱

昭
和
四
九
年
一
一
月

植
民
地
商
業
資
本
の
規
模
測
定

昭
和
四
九
年
二
一
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
七
巻
第
三
号

六
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
八
巻
第
一
号

f¥.. 
月

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
一
八
巻
第
二
号

都
留
他
編
『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の

成
立
と
展
開
』

(
岩
波
書
庖
)

『
立
教
経
済
学
研
究
』

第
二
八
巻
第
三
・
四
合
併
号
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